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巻
頭
レ
ポ
ー
ト

　
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
」
は
、

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
２
０
１
９
年
３
月

ま
で
の
期
間
に
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
企
画
が
販
売
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
駅

お
よ
び
車
両
の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
出
さ
れ
た

交
通
広
告
作
品
を
審
査
対
象
と
し
た
交
通

広
告
最
大
の
広
告
賞
で
、
今
年
で
31
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
度
と
同
様
、
グ
ラ

ン
プ
リ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
の
ほ
か
に
、
車

両
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
部
門
、
駅
デ
ジ
タ

ル
メ
デ
ィ
ア
部
門
、
車
両
メ
デ
ィ
ア
部
門
、

駅
メ
デ
ィ
ア
部
門
、
駅
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
部

門
、
企
画
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
６

部
門
ご
と
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
広
告
賞
に
、
当
協
会
は
後
援
と
し

て
参
加
し
て
お
り
、
協
賛
の
「
東
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
」「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ
ア
㈱
」

と
共
に
交
通
広
告
の
更
な
る
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
作
品
数
は
総
計
１
７
３
０
点
で
、

仲
畑
貴
志
審
査
員
長
を
始
め
と
し
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
照
井
晶
博
氏
を

含
む
８
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点
、
各
部
門

の
最
優
秀
部
門
賞
６
点
と
優
秀
作
品
賞
30

点
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
１
点
の
計
38
点
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
賞
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

の
は
、
代
々
木
駅
に
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
で
掲

出
さ
れ
た
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社
「
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

２
０
２
０ 

Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｄ 

Ｂ
ｙ 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
『
２
０
２
０
年
夏
、

東
京
。
42
・
１
９
５
㎞
。』」
で
し
た
。

　

贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
受
賞

広
告
主
・
広
告
会
社
の
皆
様
、
審
査
員
の

方
々
、
プ
レ
ス
関
係
者
、
協
賛
社
を
代
表

し
て
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
常
務
取
締
役
事

業
創
造
本
部
長 

新
井
健
一
郎
氏
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
メ
デ
ィ
ア
㈱
代
表
取
締
役
社
長 

島
田

亮
氏
、
当
協
会 

新
井
良
亮
会
長
ら
が
出
席

し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

グランプリを獲得した凸版印刷株式会社 緒方
宏俊様（右）と株式会社ジェイアール東日本企
画代表取締役社長 原口宰氏（左）

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ 

２
０
１
９
」
の
各
受
賞
作
品
の
発
表
お
よ
び

贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
７
月
22
日（
月
）
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
（
池
袋
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
」

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社

　
「
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

２
０
２
０ 

Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ 

Ｂ
ｙ 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
『
２
０
２
０
年
夏
、
東
京
。
42
・
１
９
５
㎞
。』」
が
受
賞
！

主
催
：

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

【審査員一覧】 敬称略
●審査員長

　仲畑 貴志

●審査員
　川口 清勝
　十文字 美信
　副田 高行

　田中 里沙

　原野 守弘
　照井 晶博

　表 輝幸

コピーライター
クリエィティブディレクター

アートディレクター
写真家
アートディレクター
事業構想大学院大学学長／
株式会社宣伝会議取締役
クリエイティブディレクター
コピーライター
東日本旅客鉄道株式会社　
執行役員 事業創造本部副本部長
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部門

駅サインボード
部門

JR東日本賞

企画・
プロモーション

部門

作品名

NEW CREATURES

別腹祭　

シーズンビジュアル　2019　春

ムンク　×

忘年会キャンペーン２０１８

綾鷹　季節 OOHビジュアル

ぱんく♡

WORK TRIP OUTFITS GREEN LABEL RELAXING フィッティングイベント

平成最後の年末も、ファイトイッパーツ！

JR 新宿駅 壁面＆床面「ヒロアカウォール」

日本ダービーにつき馬キャンペーン

妖怪ウォッチ ワールド

『RED BULL MUSIC FESTIVAL TOKYO 2018』 62 Minutes Yamanote Loop

広告主名

株式会社ラフォーレ原宿

株式会社 横浜岡田屋

株式会社ルミネ

株式会社 朝日新聞社

株式会社ぐるなび

日本コカ・コーラ株式会社

株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメント

株式会社ユナイテッドアローズ

大正製薬株式会社

東宝株式会社

日本中央競馬会

ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社

レッドブル・ジャパン株式会社

賞名

凸版印刷株式会社：IMAGINE 2020 Printed By TOPPAN『2020 年夏、東京。42.195km。』

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞
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部門

グランプリ

車両デジタル
メディア部門

駅デジタル
メディア部門

車両
メディア部門

駅
メディア部門

「交通広告グランプリ 2019」 受賞作品リスト

作品名

IMAGINE 2020 Printed By TOPPAN『2020 年夏、東京。42.195km。』

休み方改革

オロナイン H 軟膏　沐浴マトペ篇

クラフトボスブラウン

PERSOL「パ・リーグ全員野球」篇

渋谷ヒカリエ　飲食フロアリニューアル広告「Again,Shibuya Hikarie」

サーモス　かやぶき

「フィリップス・コレクション展」

考えるあなたが未来だ

2018 Twitter サッカーキャンペーン

NTTdocomo 星プロ　駅サイネージ（キャラクター紹介篇）

Believe your INSIGHT.

HALLS EX ハイパーミント Go!! New

怨霊座敷

世界の Kitchen から　ソルティライチ　（2018） おいしい熱中症対策

ポカリスエット　イオンウォーター「おとなは、ながい。」

ざんねんないきもの事典

電車の中のギガマナー

#まとまると強い シリーズ

特別展「マルセル・デュシャンと日本美術」

集中には、きっかけがいる。 

Believe your INSIGHT.

LINK THE WORLD, LIKE A WORD.

子どもが描いた絶滅危惧種

1000 人の就活生のホンネ

広告主名

凸版印刷株式会社

サントリーホールディングス株式会社

株式会社大塚製薬工場

サントリーホールディングス株式会社

パーソルホールディングス株式会社

東京急行電鉄株式会社

サーモス株式会社

三菱地所株式会社　三菱一号館美術館

株式会社 日本経済新聞社

Twitter Japan 株式会社

株式会社 NTTドコモ

本田技研工業株式会社

モンデリーズ・ジャパン株式会社

株式会社東京ドーム

キリンビバレッジ株式会社

大塚製薬株式会社

株式会社高橋書店

ソフトバンク株式会社

サイボウズ株式会社

東京国立博物館

クラシエフーズ株式会社

本田技研工業株式会社

株式会社豊田自動織機

トヨタ自動車株式会社

プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社

賞名

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

　グランプリ　
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●最優秀部門賞　サントリーホールディングス株式会社：休み方改革

●優秀作品賞
　サーモス株式会社：
サーモス　かやぶき

　車両デジタルメディア部門　

●優秀作品賞
　東京急行電鉄株式会社：
　渋谷ヒカリエ
　飲食フロアリニューアル広告　

「Again,Shibuya Hikarie」

●優秀作品賞　パーソルホールディングス株式会社：
PERSOL

「パ・リーグ全員野球」篇

●優秀作品賞　株式会社大塚製薬工場：オロナインH 軟膏　沐浴マトペ篇

●優秀作品賞
　サントリーホールディングス株式会社：
　クラフトボスブラウン
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●最優秀部門賞　三菱地所株式会社　三菱一号館美術館：「フィリップス・コレクション展」

●優秀作品賞
モンデリーズ・ジャパン株式会社：

HALLS EX ハイパーミント Go!! New

●優秀作品賞　株式会社 日本経済新聞社：
　　　　　　　考えるあなたが未来だ ●優秀作品賞

株式会社 NTTドコモ：
　NTTdocomo 星プロ

駅サイネージ（キャラクター紹介篇）

●優秀作品賞
　Twitter Japan 株式会社：

2018 Twitter サッカーキャンペーン

●優秀作品賞
　本田技研工業株式会社：
　Believe your INSIGHT.

　駅デジタルメディア部門　
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　車両メディア部門　

●最優秀部門賞　株式会社東京ドーム：怨霊座敷

●優秀作品賞　サイボウズ株式会社：#まとまると強い シリーズ

●優秀作品賞　キリンビバレッジ株式会社：世界の Kitchen から
　　　　　　  ソルティライチ（2018） おいしい熱中症対策

●優秀作品賞　大塚製薬株式会社：
 ポカリスエット イオンウォーター「おとなは、ながい。」

●優秀作品賞　株式会社高橋書店：ざんねんないきもの事典

●優秀作品賞
　ソフトバンク株式会社：電車の中のギガマナー
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　駅メディア部門　

●優秀作品賞　株式会社豊田自動織機：
　LINK THE WORLD, LIKE A WORD.

●最優秀部門賞　東京国立博物館：
特別展「マルセル・デュシャンと日本美術」

●優秀作品賞　プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社：1000 人の就活生のホンネ

●優秀作品賞　クラシエフーズ株式会社：集中には、きっかけがいる。 

●優秀作品賞
　トヨタ自動車株式会社：

子どもが描いた絶滅危惧種

●優秀作品賞　本田技研工業株式会社：Believe your INSIGHT.
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　企画・プロモーション部門　

●優秀作品賞　株式会社ユナイテッドアローズ：
　WORK TRIP OUTFITS GREEN LABEL RELAXING フィッティングイベント

●最優秀部門賞　株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメント：ぱんく♡

●優秀作品賞　大正製薬株式会社：平成最後の年末も、ファイトイッパーツ！
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　企画・プロモーション部門　

●優秀作品賞
　ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社：妖怪ウォッチ ワールド

●優秀作品賞　日本中央競馬会：日本ダービーにつき馬キャンペーン

●優秀作品賞
　東宝株式会社：
　JR 新宿駅 壁面＆床面
　「ヒロアカウォール」

● JR 東日本賞
　レッドブル・ジャパン株式会社：
　『RED BULL MUSIC FESTIVAL 

TOKYO 2018』 
　62 Minutes Yamanote Loop

　JR東日本賞　
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　駅サインボード部門　

●最優秀部門賞
　株式会社ラフォーレ原宿：

　　NEW CREATURES

●優秀作品賞　株式会社ぐるなび：忘年会キャンペーン２０１８

●優秀作品賞
　株式会社 朝日新聞社：

ムンク　×

●優秀作品賞
　株式会社 横浜岡田屋：
　別腹祭

●優秀作品賞
　株式会社ルミネ：
　シーズンビジュアル
　2019　春
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稿
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
ス
シ
ロ
ー
様

の
広
告
宣
伝
の
考
え
方
、
展
開
に
至
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
ま
た
展
開
後
の
広

告
効
果
を
紹
介
し
、
今
後
の
交
通
広
告

へ
の
期
待
等
も
お
話
し
さ
れ
た
。
広
告

主
側
か
ら
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
交
通
広
告
の
可
能
性
が
拡

が
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　

受
賞
作
品
展
示
会
・
特
別
セ
ミ
ナ
ー

を
通
し
て
、
新
た
な
交
通
広
告
の
価
値

を
提
案
し
た
２
日
間
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
受
賞
作
品
は
、
交
通
広
告

グ
ラ
ン
プ
リ
特
設
サ
イ
ト
（http://

aw
ards.jeki.co.jp/

）
で
も
閲
覧
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
が
主
催

す
る
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

９
」
の
受
賞
作
品
展
示
会
が
、
東
京
駅

に
隣
接
す
る
「
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー 

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京
５
階
」

で
８
月
20
日
か
ら
21
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
。

　

受
賞
作
品
展
示
会
は
、
受
賞
し
た
38

点
の
作
品
が
会
場
に
一
斉
に
展
示
さ
れ

た
。
入
り
口
に
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
大
型
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
作
品
が

展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い

た
。
ま
た
、
実
際
の
車
内
広
告
の
雰
囲

気
を
体
感
で
き
る
、
山
手
線
新
型
車
両

Ｅ
２
３
５
系
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
展
示
も

行
わ
れ
、
広
告
主
様
・
広
告
会
社
様
を

は
じ
め
多
数
の
方
が
来
場
し
た
。

　

展
示
会
初
日
に
は
、「
新
た
な
交
通

広
告
を
知
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し

て
、
広
告
主
様
、
広
告
会
社
様
に
向

け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、

広
告
主
で
あ
る
株
式
会
社
ス
シ
ロ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様
（
以

下
ス
シ
ロ
ー
様
）
か
ら
、
執
行
役
員
の

小
河
博
嗣
氏
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

企
画
推
進
室 

主
任
の
松
川
貴
明
氏
を

招
い
た
。「
想
定
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
交
通
広
告
」
を

テ
ー
マ
に
、
ス
シ
ロ
ー
様
の
山
手
線
の

車
体
広
告
・
ホ
ー
ム
ド
ア
シ
ー
ト
の
出

受賞作品展示会会場

挨拶するジェイアール東日本企画
常務取締役交通媒体本部長 橘修氏

「新たな交通広告を知る特別セミナー
2019」スシロー小河氏、松川氏

山手線新型車両E235系を再現した展示スペース

　駅サインボード部門

●優秀作品賞
　日本コカ・コーラ株式会社：
　綾鷹　季節 OOHビジュアル

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
」
受
賞
作
品
展
示
会
及
び

「
新
た
な
交
通
広
告
を
知
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」が
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了スシロートレイン

（山手線車体広告+ホームドアシート）
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「桜に立美人」
理事　中村　晃（株式会社日交）

　

今
年
、
梅
雨
明
け
の
こ
と
、

　

神
楽
坂
の
某
眼
科
、「
中
村
さ
ん
紹
介
状
書
き

ま
す
か
ら
、
専
門
医
の
居
る
大
き
な
病
院
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
直
ぐ
に
！
」

　

翌
日
、
蝉
時
雨
の
な
か
、
飯
田
橋
に
あ
る
逓

信
病
院
に
行
く
と
、「
網
膜
裂
孔
で
す
。
網
膜
が

数
ヶ
所
破
け
て
い
る
。
直
ぐ
に
レ
ー
ザ
ー
手
術

で
す
。
網
膜
剥
離
し
た
ら
、
失
明
。」

　
「
な
ぁ
に
ぃ
！
」
即
日
１
回
目
、
一
週
間
後
に

２
回
目
の
手
術
。

　
「
先
生
、
原
因
っ
て
？
」「
加
齢
で
す
ね
。」

　

加
齢
か
ぁ
ー
、
ト
ホ
ホ
。
来
年
は
還
暦
だ
っ

た
か
。

　

て
、
こ
と
は
、
前
厄
!?

　

帰
り
道
、
蝉
時
雨
の
な
か
駅
ま
で
の
道
で
、

亡
く
な
っ
た
父
も
若
い
頃
に
、
逓
信
病
院
に
結

核
で
入
院
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
時
を
経

て
、
親
子
で
お
世
話
に
な
る
と
は
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
長
い
年
月
の
中
で
も
、
不

思
議
な
繰
返
し
と
巡
り
会
わ
せ
が
あ
る
。

　

私
の
父
方
の
祖
母
、
そ
の
祖
父
。
江
戸
時
代

末
期
か
ら
明
治
に
掛
け
て
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
。

　

日
本
橋
人
形
町
の
生
ま
れ
。
当
時
は
砂す

な

賀が

町

と
い
う
地
名
だ
っ
た
と
か
。
画
号
は
「
歌う

た

川が
わ

芳よ
し

輝て
る

」
と
言
っ
た
。
そ
う
、
人
気
浮
世
絵
師
「
歌

川
国く

に

芳よ
し

」
の
門
人
の
一
人
だ
っ
た
。

　

後
に
、
高
崎
の
旅
籠
田
中
家
の
婿
養
子
と
な

り
、
画
号
を
「
一い

っ
ち
ん
さ
い
よ
し
て
る

椿
斎
芳
輝
」
と
あ
ら
た
め
て
、

八
十
二
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
画
を
描
き
続
け
た
。

高
崎
市
に
あ
る
清
水
寺
の
大
絵
馬
、
同
市
内
の

法
輪
寺
の
天
井
画
や
軽
井
沢
峠
に
あ
る
熊
野
神

社
に
奉
納
さ
れ
た
板
画
な
ど
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
遠
く
は
熊
本
県
立
美
術
館
や
、
イ
ギ
リ
ス

大
英
博
物
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

は
て
？ 

何
で
イ
ギ
リ
ス
に
？ 

そ
れ
程
の
絵
描

き
で
も
無
い
の
に
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
祖
母
の
父
と
い
う
人
物
は
、

明
治
の
頃
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
た
の
だ
。

　

何
か
の
縁
が
あ
り
、
大
英
博
物
館
に
辿
り
着

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
ん
な
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
調
べ

る
よ
う
に
な
る
っ
て
事
は
、
や
は
り
来
年
還
暦

は
驚
く
こ
と
で
も
無
い
の
か
。
た
だ
、
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
い
る
と
「
歌
川
芳
輝
」
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
、
偶
然
に
も
ヤ
フ
オ
ク
の
出
品
が
ヒ
ッ
ト

し
た
。
大
阪
の
古
美
術
商
の
出
品
。
四
万
円
で

落
札
！ 

画
題
は
「
桜
に
立
美
人
」
肉
筆
画
の
掛

軸
で
あ
る
。
状
態
も
良
か
っ
た
が
、
お
宝
を
後

世
に
引
継
ぐ
の
も
巡
り
会
っ
た
自
分
の
責
務
だ

ろ
う
と
、
美
術
経
師
屋
さ
ん
に
お
直
し
し
て
頂

い
た
。
二
十
万
円
也
。

　

幼
い
頃
、
祖
母
か
ら
「
歌
川
芳
輝
」
の
事
を

聞
い
た
事
は
あ
っ
た
が
、
物
心
が
付
い
て
以
降

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
私
の
一
つ

年
上
の
従
妹
は
多
摩
美
大
へ
入
り
、
翌
年
私
は

日
大
芸
術
学

部
の
美
術
学

科
に
、
弟
は

群
馬
大
の
教

育
美
術
を
卒

業
後
に
、
東

京
藝
大
の
大

学
院
へ
進
ん

で
、
今
は
伊

豆
河
津
で
レ

ス
ト
ラ
ン
を

営
み
な
が
ら
画
業
を
続
け
て
い
る
。

　

私
は
絵
描
き
で
は
無
い
が
、
時
を
越
え
て
不

思
議
な
縁
を
感
じ
る
。

　

掛
軸
「
桜
に
立
美
人
」
は
、
弟
の
食
堂
兼
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
伊
豆
河
津
「
食
事
処
ひ
ぐ
ら
し
」

内「
肉
月
美
術
館
」）に
託
し
て
き
た
。
河
津
に
は
、

河
津
桜
も
あ
る
。
こ
れ
も
何
か
の
巡
り
会
わ
せ

な
の
か
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

「横たわる裸婦」木炭画　筆者19歳頃の習作

「桜に立美人」歌川芳輝
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● 

支 

部 

便 

り 

●

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

北
海
道
支
部
（
森
下
昌
支
部
長
）
で
は
、

６
月
28
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
札
幌
に
於
い
て
、
２
０
１
９
年
度
北

海
道
支
部
理
事
会
を
開
催
、
支
部
総
会
は

22
社
中
18
社
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
の
審
議
事
項
と
し
て
、

１
．
支
部
長
の
選
任
の
件

２
．
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
の
件

３
．
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

（
案
）
承
認
の
件

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、

１
．
北
海
道
支
部
役
員
の
指
名
に
つ
い
て

２
．
委
員
会
の
委
員
指
名
に
つ
い
て

３
．
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施
に
つ
い
て

４
．
会
員
の
入
退
会
に
つ
い
て

の
４
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
ホ
テ
ル
に
て
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
懇
親
会
の
冒
頭
で
は
森
下

昌
新
支
部
長
よ
り
、今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
如
何
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
加
盟
店
様
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
掴
ん
で
い
く
か
等
の

展
望
を
踏
ま
え
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
22
社
中
18
社
よ
り
53
名
が
参
加

し
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

北
海
道
支
部

伴
い
、
広
告
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の

ト
レ
ン
ド
の
中
で
交
通
広
告
も
新
た
な

フ
ェ
ー
ズ
を
迎
え
て
い
る
現
況
の
詳
細
な

情
報
の
説
明
と
、
次
世
代
に
向
け
た
交
通

広
告
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、
首
都
圏
の

事
例
の
紹
介
で
は
、
渋
谷
駅
ハ
チ
公
前

広
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る

「
ジ
ャ
ッ
ク
展
開
」や
小
田
急
新
宿
駅
の「
デ

ジ
タ
ル
ウ
ォ
ー
ル
」
な
ど
非
常
に
迫
力
が

あ
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
講
師
の
山
本
氏
に
も
加
わ
っ

て
頂
き
、
意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。

講
演
内
容
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、

よ
り
一
層
の
理
解
が
深
ま
る
と
同
時
に
会

員
相
互
の
親
睦
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

交
通
広
告
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

ま
た
、
８
月
28
日（
木
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
、
交

通
広
告
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

の
山
本
孝
氏
を
お
招
き
し
、「
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
の
最
新
事
例
と
交
通
広
告
の
ト

レ
ン
ド
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
１
時
間
30
分

の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
22
社

よ
り
13
社
40
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
普
及
拡
大
に勉強会講師の山本孝氏

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

中
部
支
部
（
阿
久
津
光
志
支
部
長
）
で

は
、
７
月
29
日（
月
）
に
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

海
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
名
古
屋
本
社　

会
議

室
に
お
い
て
、
33
社
（
委
任
状
９
社
）
が

出
席
し
２
０
１
９
年
度
中
部
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

阿
久
津
支
部
長
挨
拶

　

６
月
25
日（
火
）
に
行
わ
れ
た
本
部
の

定
期
総
会
に
お
い
て
は
、
２
０
１
８
年
度

の
事
業
報
告
、
決
算
が
提
案
通
り
承
認
さ

れ
、
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
も
、
会
長
を

務
め
ら
れ
た
今
木
甚
一
郎
氏
を
は
じ
め
８

名
の
方
が
退
任
し
、
新
井
良
亮
会
長
を
含

む
８
名
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
を
報
告
し
、

全
体
的
に
滞
り
な
く
終
了
し
た
こ
と
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
日
本
の
総
広
告
費
に
お

い
て
は
、
交
通
広
告
が
久
し
ぶ
り
に
対
前

年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
中
部

地
区
に
お
い
て
も
、
会
員
各
社
の
ご
尽
力

に
よ
り
交
通
広
告
は
顕
著
に
推
移
し
て
お

り
、
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

日
本
大
会
の
開
催
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま

中
部
支
部

挨拶する阿久津支部長
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す
。
当
初
の
訪
日
外
国
人
数
は
40
万
人
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
組
織
委
員
会

の
見
解
で
は
60
万
人
の
規
模
に
な
る
と
の

こ
と
で
す
。
良
い
機
会
と
し
て
、
交
通
広

告
に
お
い
て
も
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一
年
後
に

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
控
え
て
い
ま
す
し
、
更
に
そ
の
先
に

は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
も
待
ち

構
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
続

き
ま
す
が
、
交
通
広
告
の
価
値
を
更
に
高

め
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

阿
久
津
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
２
０
１

８
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
及
び
２
０
１

９
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
満
場
一
致
に
て

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ

ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
副
支
部
長
の
株
式
会
社
電
通
名

鉄
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

石
川
正
裕

代
表
取
締
役
社
長
の
挨
拶
・
乾
杯
に
始
ま

り
、
楽
し
く
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会

員
各
社
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

【
支
部
総
会
】

審
議
事
項

第
１
号
議
案
「
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
」

第
２
号
議
案
「
２
０
１
８
年
度
決
算
」

第
３
号
議
案
「
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

（
案
）」

第
４
号
議
案
「
２
０
１
９
年
度
予
算
（
案
）」

報
告
事
項

　

役
員
の
選
任

「
交
通
広
告
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
す

　

中
部
支
部
で
は
、
今
年
度
も
交
通
広
告

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
学
生
を
対
象
に
「
交

通
広
告
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
２
０
１
９
」

を
開
催
し
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
交
通
広

告
の
基
礎
知
識
や
最
新
事
例
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
ど
を
学
ぶ
講
義
と
、
協
賛
広
告

主
か
ら
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、

学
生
自
ら
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
広
告
制
作
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

す
。
採
用
さ
れ
た
広
告
は
、
名
古
屋
駅
な

ど
で
実
際
に
掲
出
さ
れ
る
予
定
で
、
６
大

学
39
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
会
員
社
様
は
、
聴
講
を

承
り
ま
す
の
で
、
中
部
支
部
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
程
・
会
場
】

日
時
：
９
月
21
日（
土
）、
10
月
５
日（
土
）、

11
月
16
日（
土
）　

各
日
午
後
開
催

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
名
古
屋
本
社　

会
議
室

中
部
支
部
事
務
局
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）　

担
当
：
川
合
、
松
永

☎
０
５
２
・
５
６
６
・
３
３
０
５

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
（
山
本
章
義

支
部
長
）
で
は
、
７
月
９
日（
火
）
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
『
鶴
寿
の
間
』
に
お

い
て
、近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
「
２
０
１
９

年
度
定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
山
本
支
部
長
よ
り
次

の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

山
本
支
部
長
挨
拶

　

昨
年
度
は
、
大
阪
北
部
地
震
、
中
国
地

方
で
の
集
中
豪
雨
、
近
畿
で
の
二
度
の
大

型
台
風
と
、
度
重
な
る
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。関
空
で
は
橋
脚
に
タ
ン
カ
ー

が
衝
突
し
て
一
時
不
通
に
な
る
な
ど
の
被

害
も
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
影
響
を

心
配
す
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
非

常
に
短
期
間
で
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
国
全
体
と
し
て
も
雇
用
、
所
得
改

善
な
ど
で
景
気
の
緩
や
か
な
持
ち
直
し
が

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

続
き
ま
し
た
。

　

広
告
業
界
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、

広
告
費
の
構
成
比
で
遂
に
テ
レ
ビ
を
抜
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、

交
通
媒
体
に
つ
い
て
は
何
と
か
現
状
を
維

持
し
ま
し
た
。
世
界
の
潮
流
で
い
く
と
Ｏ

Ｏ
Ｈ
の
強
制
視
認
性
は
改
め
て
見
直
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

弊
社（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
）
の
一
年
間
の
実
績
で
み
ま
す
と
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
増
加
が
全
体
を

押
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
中
づ
り
に
つ
い

て
は
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
に
あ
っ
て
は
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
梃

子
に
し
て
、
も
う
一
度
、
交
通
広
告
自
体

の
価
値
を
高
め
る
よ
う
に
見
つ
め
直
し
、

そ
の
価
値
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
存
在

意
義
を
示
し
て
い
く
起
点
と
し
て
支
部
の

活
動
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

先
般
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
本
部
総
会
が
開

か
れ
た
こ
と
を
う
け
、
こ
れ
か
ら
本
年
度

の
協
会
の
事
業
計
画
に
向
け
、
各
委
員
会
、

各
支
部
が
主
体
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
と
し
ま
し
て
も

協
会
の
事
業
計
画
に
地
域
性
を
反
映
さ
せ
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
を
き
め
細
か
く
捉
え

て
エ
リ
ア
内
で
の
鉄
道
広
告
事
業
の
振
興

と
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
皆
様
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

挨拶する山本支部長



Vol.56

15

「
交
通
広
告
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
す

　

中
部
支
部
で
は
、
今
年
度
も
交
通
広
告

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
学
生
を
対
象
に
「
交

通
広
告
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
２
０
１
９
」

を
開
催
し
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
交
通
広

告
の
基
礎
知
識
や
最
新
事
例
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
ど
を
学
ぶ
講
義
と
、
協
賛
広
告

主
か
ら
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、

学
生
自
ら
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
広
告
制
作
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

す
。
採
用
さ
れ
た
広
告
は
、
名
古
屋
駅
な

ど
で
実
際
に
掲
出
さ
れ
る
予
定
で
、
６
大

学
39
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
会
員
社
様
は
、
聴
講
を

承
り
ま
す
の
で
、
中
部
支
部
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
程
・
会
場
】

日
時
：
９
月
21
日（
土
）、
10
月
５
日（
土
）、

11
月
16
日（
土
）　

各
日
午
後
開
催

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
名
古
屋
本
社　

会
議
室

中
部
支
部
事
務
局
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）　

担
当
：
川
合
、
松
永

☎
０
５
２
・
５
６
６
・
３
３
０
５

【
総
会
】

審
議
事
項

①
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告②
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算

案が
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
は
、
支
部
幹
事
の
委
嘱
変
更
、

代
表
者
名
・
役
職
変
更
、
住
所
変
更
、
及
び
、

支
部
会
員
数
と
、「
第
13
回
地
球
温
暖
化
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
概
要
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル
『
鳳
凰
の
間
』

に
て
、
学
校
法
人
谷
岡
学
園
理
事
長
・
大

阪
商
業
大
学
学
長 

谷
岡
一
郎
氏
を
お
招
き

し
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

49
社　

１
０
０
名
の
会
員
が
聴
講
し
、
講

演
後
も
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
、
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
概
要
】

テ
ー
マ

『
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
に
よ
る
関
西

の
活
性
化
』

（
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
一
部
抜
粋
）

　

我
が
国
で
は
、
２
０
１
６
年
に
成
立
し

た
Ｉ
Ｒ
基
本
法
に
基
づ
き
二
段
階
の
法
案

を
経
て
Ｉ
Ｒ
が
実
現
可
能
と
な
る
。

　

Ｉ
Ｒ
と
は
、
カ
ジ
ノ
を
中
心
に
ホ
テ
ル

と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（M

eeting･Incentive･Con
ference･Exhibition

）
施
設
で
構
成
さ
れ
、

更
に
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
文
化
施
設
、
劇
場
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
学
校
な
ど
を
必
要
と
す

る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
カ
ジ
ノ
は

「
人
と
お
金
を
回
す
エ
ン
ジ
ン
役
」
と
し
て

必
須
で
あ
る
が
、
加
え
て
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
ツ
ア
ー
で
標
準
的
な
３
日
間
、
老
若
男

女
が
好
き
な
事
を
楽
し
め
る
要
素
が
揃
っ

て
初
め
て
Ｉ
Ｒ
が
成
り
立
つ
。

　

Ｉ
Ｒ
は
人
的
集
約
産
業
で
あ
る
が
、「
既

存
の
産
業
か
ら
仕
事
を
横
取
り
し
な
い
」

全
く
新
し
い
産
業
で
あ
る
。
大
阪
に
Ｉ
Ｒ

が
出
来
た
場
合
は
、
１
兆
円
規
模
と
な
り
、

周
辺
を
含
め
た
雇
用
を
４
万
人
以
上
創
出

で
き
る
。
大
阪
が
目
指
す
べ
き
は
、
カ
ジ

ノ
単
体
で
な
く
真
の
Ｉ
Ｒ
を
実
現
し
て
い

る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、
ホ
テ
ル
の
稼
働
率
が

低
い
時
期
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致
す

る
こ
と
で
通
年
90
％
の
稼
働
率
を
維
持
し

て
い
る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
Ｉ

Ｒ
が
出
来
て
か
ら
10
年
間
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年

平
均
13
％
も
成
長
し
て
い
る
。
世
界
的
に

見
て
、
現
在
の
日
本
の
ホ
テ
ル
や
展
示
会

場
は
収
容
力
不
足
で
、
海
外
に
立
ち
遅
れ

て
い
る
。
今
後
、
大
阪
で
は
こ
れ
ら
を
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｉ
Ｒ
に
よ
り
犯
罪
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
反
対

意
見
も
あ
る
が
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
よ
う
に
、

Ｉ
Ｒ
が
で
き
て
か
ら
犯
罪
が
減
っ
た
事
例

も
あ
る
。
ま
た
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対

策
法
の
制
定
や
依
存
症
の
ケ
ア
な
ど
、様
々

な
対
策
方
法
も
あ
る
。

　

Ｉ
Ｒ
に
は
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
様
々
な
視
点
が
あ
る
が
、

大
阪
で
前
面
に
打
ち
出
す
べ
き
は
、
製
薬

や
医
療
関
連
企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
「
健

康
関
連
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
Ｉ

Ｒ
施
設
へ
の
移
動
に
お
い
て
、
地
域
全
体

と
し
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
大
阪
で
は
今
そ
れ
ら
の
計

画
を
立
て
て
い
る
。

　

今
年
６
月
、
ボ
ス
ト
ン
の
工
業
地
帯
跡

地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｉ
Ｒ
は
、
同
じ
大
都

市
で
隣
接
型
Ｉ
Ｒ
を
目
指
す
大
阪
の
重
要

な
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
今
後
、
注
目
し
て
い

く
べ
き
事
例
で
あ
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
員
の
皆
さ
ま
相

互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

四
国
支
部
（
山
西
弘
泰
支
部
長
）
で
は
、

６
月
18
日（
火
）
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

高
松
に
於
い
て
、
14
名
（
う
ち
会
員
本
人

出
席
８
名
、
代
理
人
出
席
４
名
、
委
任
状

２
名
）
が
出
席
し
て
２
０
１
９
年
度
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

②
２
０
１
８
年
度
決
算
に
つ
い
て

③
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画（
案
）
に
つ
い

て④
２
０
１
９
年
度
予
算（
案
）
に
つ
い
て

⑤
役
員
改
選（
案
）
に
つ
い
て

の
５
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て

満
場
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
開
催
し
た
懇
親
会
に

は
12
社
19
名
が
参
加
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
国
支
部

セミナー講師の谷岡一郎氏

四国支部総会
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停電に遭いました、と言ってもほんの 30 分のことだったので
すが、電気を失ったと同時に、何もできなくなり、｢娯楽｣ がな
くなりました。社会の仕組みとはいえ、自分のふがいなさも痛
感しました。
台風15号で被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上げます。
１日も早い復興をお祈りしています。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp

●会員社の代表者、他が
変更になった場合は、
ホームページ（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
変更届がありますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

何
が｢

エ
コ｣

な
の
か
、
ご
家
族
や
お
友

達
と
話
し
合
う
よ
う
な
機
会
を
も
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
、
多
く
の
鉄
道
利
用
者
の
皆
さ

ま
が
、駅
構
内
や
電
車
内
で
撮
影
し
た
「
エ

キ
か
ら
エ
コ
。」
の
ポ
ス
タ
ー
がT

w
itter

、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
シ
ェ
ア
さ
れ
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
一
部
で
す
。

・
小
鳥
の
絵
が
可
愛
か
っ
た
。

・
地
球
の
温
暖
化
や
我
々
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
。

・
エ
キ
か
ら
エ
コ
な
ヌ
コ
（
ネ
コ
）

・
今
年
も
エ
キ
か
ら
エ
コ
の
イ
ル
カ
の
ポ

ス
タ
ー
が
好
み
。

・
吊
り
広
告
で
手
塚
雄
二
さ
ん
の
作
品
使

わ
れ
て
る
の
と
て
も
良
い
。（

原
文
の
ま
ま
）

制
作
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

関
係
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
に
、
改

め
て
深
く
謝
意
と
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

特
設
サ
イ
ト
も
多
く
の
方
に
閲
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
と

関
連
し
て
、
地
球
の
温
暖
化
に
つ
い
て
考

え
た
方
も
お
い
で
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
エ
キ
か
ら
エ
コ
。」
の
ポ
ス
タ
ー
や
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
目
に
し
て
、
ど
う
し

た
ら
「
地
球
温
暖
化
防
止
」
に
な
る
の
か
、

　

今
年
も
８
月
１
日（
木
）
～
31
日（
土
）

の
１
か
月
に
わ
た
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
、
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
全
国
的
に
例
年
に
比
べ

て
梅
雨
明
け
が
遅
く
、
７
月
末
に
か
け
て

気
温
の
低
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
８
月

に
入
る
と
一
転
し
て
連
日
猛
暑
日
と
な
り
、

ま
た
、九
州
で
は
８
月
末
に「
50
年
に
一
度
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
豪
雨
み
ま
わ
れ
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
１
日
も
早
い

復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

猛
暑
が
続
く
中
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、

地
下
鉄
を
含
む
36
社
の
鉄
道
会
社
を
は
じ

め
、
関
係
す
る
ハ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、

広
告
会
社
、
掲
出
撤
去
作
業
会
社
の
ご
協

力
で
、
延
べ
60
万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
掲
出
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
快
く
ご

賛
同
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

13
回
目
の
「
エ
キ
か
ら
エ
コ
。」
に

ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
13
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
報
告

美
観
風
致
委
員
会
・
環
境
委
員
会

委
員
会
便
り

西日本鉄道 大牟田駅

JR 西日本 三ノ宮駅ポスター

JR 東日本 東京駅貼り
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